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内訳書の構成と主な画面  

 

 
 

 

 

 

内訳書の構成は、原則、 

公共建築工事内訳書標準書式（建築工事編・設備工事編）に準拠しています。 

ただし、公共建築工事内訳書標準書式には、建築工事、電気設備工事、 

機械設備工事及び昇降機設備工事を一括して発注する際の定めがないため、 

内訳書作成システムでは工事費と工事種別の階層を設定しています。 

 

 

 
 

内訳書作成システムの主な画面は、 

内訳書、代価表、仕分けの３つのタブに分かれています。 

 

 

 

 



～ 2 ～ 

 

 

 
 

内訳書タブは、工事種別、種目別、科目別、中科目別、 

細目別・別紙明細、共通費積み上げ等画面に分かれています。 
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代価表タブは、材料費、労務費、「その他」の率等を組み合わせて、 

標準単価ファイルに収録されていない単価を 

代価表として登録・編集する画面になります。 
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仕分けタブは、内訳書の種目別・科目別・中科目別の集計とは 

別の方法で金額を集計したい場合に使用する機能で、 

集計したい名称を登録・編集して金額確認する画面になります。 

 

 

 
 

機械設備工事の配管類のためのスリーブ費等の対象額も、 

この画面の機能を使用することで集計することができます。 

 

 

 


